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災害時の対応について 

大型台風が接近する場合の風水害、大雪害、火山災害が予想される場合、大規模地震発生時等に

は、生徒の安全確保のために、教育委員会の指導に基づき次の措置を取りますので、ご理解ご協力

をお願いいたします。 

なお、令和８年 5 月 29 日より運用が開始された新たな防災気象情報および大雨等が予想される

前日の対応が追加されています。 

 

■各種警報の発表に伴う生徒の登校・下校について 

登校前 

●前日の時点で「ﾚﾍﾞﾙ４大雨危険警報」の発表が予想される場合または発表された場合は、教育委

員会が一斉臨時休業を判断します。※ 

 また、「ﾚﾍﾞﾙ４大雨危険警報」の発表が予想されない場合でも、危険が見込まれるときは、教育

委員会が一斉臨時休業を判断します。※ 

●午前６時の時点で横浜市北部に、 

「暴風警報」・「大雪警報」・「暴風雪警報」、「ﾚﾍﾞﾙ４大雨危険警報」・「ﾚﾍﾞﾙ４土砂災害危険警報」、 

「特別警報」、「降灰予報」が発表 

→臨時休業（６時以降に解除されても登校の必要はありません。） 

●「ﾚﾍﾞﾙ３大雨警報」等が発表 

→通常の授業（十分に気をつけて登校させて下さい。） 

地域の状況等により危険と判断された場合には、保護者の判断で登校を見合わせてください。

（その場合は、欠席・遅刻にはなりません。） 

登校後 

●「暴風警報」・「大雪警報」・「暴風雪警報」、「ﾚﾍﾞﾙ４大雨危険警報」・「ﾚﾍﾞﾙ４土砂災害危険警報」、 

「特別警報」、「降灰予報」が発表 

→生徒の下校時間を変更するなど適切な措置を講じます。※ 

 

※必要に応じ、学校ホームページとすぐーる配信で各家庭に連絡します。（ただし、災害時は届きにくい

ことが予測されています。） 

 

 

 

 



令和８年度保存用 

■大規模地震等発生時の対応について 

●横浜市域のいずれかで震度５強以上の大規模地震発生時は、 

・在宅時→ 臨時休業 （原則、当日と翌日は全市一斉臨時休業。） 

・登校後→ 直ちに授業を打ち切り、生徒は保護者等が学校に引き取りに来るまで留め置きとし 

ます。 

●大規模地震にあたらない地震（震度５弱以下）発生時でも、次のどちらかの場合は、 

・ＪＲ横浜線、ＪＲ京浜東北線が運転を中止し、再開の見込みが立たない 

・学校周辺が停電となっていて生徒を安全に帰宅させられないと判断した 

生徒は保護者等が学校に引き取りに来るまで留め置きとします。 

●南海トラフ地震に関連する臨時情報」が発表された場合は、 

学校は「通常通り」です。ただし、臨時情報が発表され、地震発生の可能性が高まり、横浜市教

育委員会から指示があった場合、「臨時休業」になります。※ 

 

 

■Ｊアラートを通じて緊急情報が発信された場合について 

●神奈川県内にＪアラートが発信された場合は、登校前であれば自宅待機とします。 その後、上

空通過や領海外に落下した場合は教育活動を再開するが、交通機関の停止、遅延による臨時休

業・始業繰り下げ等については、学校判断により対応します。※ 

●ミサイルが横浜市内に落下した場合は、原則として臨時休業とします。  

・登校中の避難行動や交通機関の停止・遅延による児童・生徒の遅刻対応等については、柔軟に 

対応します。 

 

 

■防災情報・避難情報  

 ●横浜市防災情報ポータル 

  https://bousai.city.yokohama.lg.jp/ 

●気象庁キキクル（危険度分布） 

  https://www.jma.go.jp/bosai/#pattern=rain_level&area_type=class20s&area_code=1410011 

 

 

 

 

※必要に応じ、学校ホームページとすぐーる配信で各家庭に連絡します。（ただし、災害時は届きにくい

ことが予測されています。） 

https://bousai.city.yokohama.lg.jp/
https://www.jma.go.jp/bosai/#pattern=rain_level&area_type=class20s&area_code=1410011

